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2 レバー混合栓 PK-F418　カートリッジの取り外し方

2 レバー混合栓

（4 インチタイプ） 

PK-F418

【作業を始める前に】

必ずカウンター下にある「止水栓」

を閉めてから作業を行ってください。

止水栓を閉めずに作業を行うと水浸

しになります。

【必要工具】

・プラスドライバー

・モンキーレンチ

・ピンセット（必ずしも必要ではあり

ません）

ハンドルにあるプラスネジをプラスド

ライバーを使用して取り外します（反

時計回り）。

ハンドルを引き抜きます。 モンキーレンチを使用して止水カート

リッジ固定ナットを取り外します。

止水カートリッジを本体から取り外

します。取り外しづらい場合は小さ

なマイナスドライバーなどを差し込

むと取り外しやすくなります。

2 3

止水カートリッジを引き抜きます。 ピンセット等を使って、ゴムパッキン

を取り出します。

スプリングを取り出します。ここま

でで取り外し作業は完了です。
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2 レバー混合栓 PK-F418　カートリッジの取り付け方

スプリングを水栓本体の凹みに入れま

す。スプリングには上下がありますの

で注意してください。

パッキンをスプリングに被せるように

入れます。

パッキンにスプリングが正しく入り

込んでいるか確認してください。パッ

キンを指で押し込むとスプリングに

正しく入っているか確認できます。
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①が外側を向くように水栓本体に差し

込みます。このとき①と②が背中合わ

せになっていることを確認してくださ

い。③と④が噛み合うように差し込ん

でください。

お湯側も取り替える場合は、同様に①

が外側を向くように水栓本体に差し込

みます。①と②が背中合わせになって

いることを確認してください。
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真上から見て、水側・お湯側ともに、

止水カートリッジ凸部分が内側になっ

ていれば正しい向きです。※止水カー

トリッジの向きについて参照

レバーハンドルが外側を向くように

取付けます。レバーハンドルには水

側とお湯側がありますので、お湯側

も取り替える場合は、水側レバーハ

ンドルと間違わないように取付けて

ください。
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止水カートリッジを水栓本体に差し込

みますが、この時は中に入れたスプリ

ングの力で少し浮いた状態になりま

す。

7

10

止水カートリッジ固定ナットを押し込

みながら取付けます（時計回り）。

モンキーレンチを使用して止水カート

リッジ固定ナットを締め込みます（時

計回り）。
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①ハンドル取付部分
　（平面）

①ハンドル取付部分
　（平面）

②止水カートリッジ
　凸部分

止水カートリッジ凸部分

②止水カートリッジ
　凸部分

③本体差込み爪部分

④水栓本体凹み部分

水側の場合水側の場合 5 湯側の場合湯側の場合

対象機種：PK-F418

新しい部品を順番に入れていきます。

1

スプリング
パッキン

止水カートリッジ

上

下

上

下

パッキンの凹みパッキンの凹み

パッキンの凹みに
スプリングを入れ込む
パッキンの凹みに

スプリングを入れ込む

プラスドライバーを使用してプラス

ネジを締め込みます（時計回り）。

ここまでで取付け作業は完了です。

止水栓を開いて正しく動作するか確

認してください。
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PK-F418　止水カートリッジの向きについて

向きを間違えている場合は、①ハンドル取付部分を回して正しい位置

にしてください。

レバーハンドルには水側用とお湯側用があります。「C（水側）」「H（湯

側）」の刻印がありますので確認してください。

止水カートリッジ取付時の正しい位置止水カートリッジ取付時の正しい位置

H ロゴ（湯側） C ロゴ（水側）

止水カートリッジを取り付ける際に向きが誤っていると正しく動作

しないので注意してください。①と②が背中合わせになっていること

を確認してから、水栓本体に取り付けてください。

①ハンドル取付部分
　（平面）

②止水カートリッジ
　凸部分

真上から見て、水側・お湯側ともに、止水カートリッジ凸部分が内

側になっていれば正しい向きです。

止水カートリッジ凸部分

止水カートリッジ凸部分

お湯側 拡大お湯側 拡大 水側 拡大水側 拡大


